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はじめに ～地球温暖化とカーボンニュートラル～

Ｑ 山形県にも地球温暖化の影響は現れているの？

A 例えば、山形市の平均気温は
   100年当たり1.4℃上昇しています。

令和６年７月の大雨で氾濫した最上川

（出典：国土交通省東北地方整備局）

Q 地球温暖化が進むと、山形県ではどんな影響があるの？

Q このままだとどうなってしまうの？

A 21世紀末には
　 山形県の年平均気温が約4.7℃上昇（※）

　 すると言われています。

※地球温暖化が最も進行した場合　（追加的な緩和策を取らなかった場合）のシナ
リオ【20世紀末（1980-1999年）から21世紀末（2076-2095年）までの約
100年間に起きると予測される変化】

　　気象庁のデータによると、山形市の年平均気温は100年
当たり1.4℃の割合で上昇しています。以前よりも猛暑日
が多かったり、雪不足を感じることもあれば、一度に雪の
降る量が極端に多いドカ雪で雪かきに苦労している方も
少なくないのではないでしょうか。

　近年、国内では集中豪雨などの気象災害が頻発・激甚
化しています。

　令和６年７月の大雨は、山形県内の水害としては過去最
大規模の被害をもたらしました。
　こうした気象災害は、地球温暖化がその一因と言われて
います。

A 熱中症患者の増加、渇水、大雨等による自然
災害の増加、動植物の絶滅、農林水産物の
品質低下や収量低下、スキー場の雪不足な
ど、様々な影響があると言われています。

　山形県のシンボルとして重要な観光資源である樹氷も、地球温暖化による影響を受け、貴重なも
のになっています。蔵王山頂で気温が高い日が増えれば、オオシラビソが凍結しない、氷が崩れる、
ということが起こります。
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（出典）仙台管区気象台「東北地方の気候の変化」

山形市の年平均気温の推移

21世紀末の気温上昇の予測

（出典）仙台管区気象台
　　　　　　「東北地方のこれからの気候の変化」

Q なぜ地球温暖化が進んでいるの？

A 人間による化石燃料の消費により、二酸化炭素（CO2）などの温室効果ガス
   が増えたことが大きな原因と言われています。

青：月別平均、赤：季節変動成分を除いた濃度
（出典：気候変動監視レポート2024 （気象庁）） 〈地球温暖化のしくみ〉

（出典：地球温暖化防止活動推進センター）

Q 平均気温の上昇を抑えていくためにはどうしたらいいの？

A 平均気温の上昇を、産業革命前と比べて2℃を十分下回り、できれば
   1.5℃に抑える（※）ためには、「2050年カーボンニュートラル」が必要です。

Q 「2050年カーボンニュートラル」ってなに？

A 2050年までに、CO２等の温室効果ガスの排出量を実質ゼロにすることです。

全体を実質ゼロ（＝ニュートラル）にすることです。

大気中に排出されるCO2等の温室効果ガスの量　　　から

森林等が吸収するCO2等の温室効果ガスの量　　　を差し引いて

カーボン
ニュートラル

・「カーボン」は二酸化炭素（CO２）の炭素（Carbon）の意味です。
・「ゼロカーボン」「脱炭素」等も同じ意味として使われます。

　太陽から地球に降り注ぐ光は、地球の大気を素通りして地面を暖め、その地表から放射される熱を大気中の温室効果
ガスが吸収し、大気を暖めています。
　近年、産業活動が活発になり、二酸化炭素、メタン、フロン類などの温室効果ガスが大量に排出され、温室効果ガスに
よる熱の吸収が増えた結果、気温が上昇していると言われています。

※平均気温の上昇を1.5℃に抑えれば、2050年時点で干ばつや海面上昇などで生命
の危機に直面する人口を、2℃と比べて数億人減らすことができると言われています。

大気中の二酸化炭素の世界平均濃度
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2050年カーボンニュートラルを実現するには？

徹 底 し た 省 エ ネ 再エネの導入拡大

そ の 他 の 取 組 み

◎使うエネルギーを減らす

・モノや設備を換える
・行動を変える

◎再生可能エネルギーを使う

・家庭で再エネを創る
・使うエネルギーを再エネに替える

◎意識とライフスタイルを転換する　　◎環境学習・環境活動に参加する

Q CO2って、ほとんど工場から排出されているんじゃないの？

A CO2は私たちの日々の暮らしからも排出されています。

Q カーボンニュートラルに向けて、私たちはどんなことをしていけばいい？

A 未来のために、私たち一人ひとりが

：意識を変える、道具を換える、電気を替える、行動を変えるか え る

つ く る
か か わ る

：エネルギーを創る、地域活力を作る

：自分ごととして積極的に参加する

脱炭素アクションを行っていきましょう。

　CO2は大きな工場からだけでなく、照明やテレビを使い、自動車に乗り、暖房や冷房、お湯を使う私たち
の暮らしからも排出されています。家庭や自動車からの温室効果ガス排出量の削減について、県民一人
ひとりが取り組んでいかなければなりません。

・「自分ごと」として積極的に関わる

ごみ
3.9％

冷房
2.2％

水道
1.9％

キッチン
5.3％

照明・家電など
30.9％

自家用乗用車
25.4％

暖房
16.9％

給湯
13.6％

家庭からの温室効果ガスの排出割合
（2022年度/全国）

工業プロセス他
3.9%

企業・公共部門
79.1％

廃棄物
2.9％

その他
0.2％

エネルギー転換
7.9％

産業
34.0％

運輸
12.9％

業務その他
17.3％

家庭
15.3％

家庭の自動車
5.6％家庭部門

20.9％

部門別の温室効果ガスの排出割合
（2022年度/全国）

（出典）国立研究開発法人 国立環境研究所
　　　　　  「日本国温室効果ガスインベントリ報告書（2022年）」
　　　　　　 のデータを基に作成

（このページの出典）

・小出 瑠・小嶋 公史・南齋 規介・Michael Lettenmeier・浅川 賢司・劉 晨・村上 進亮（2021）「国内52都市における脱炭素型ライフスタイルの選択肢：
カーボンフットプリントと削減効果データブック」 

１人当たり年間に排出されるCO2

（家計消費カーボンフットプリント）

住居
2,570

移動
1,700

食
1,260

消費財
840

レジャー
630

サービス
600

合計

7,600kgCO2e

電気

ガス・灯油等

その他

自家用車

その他
惣菜/菓子/調味料等

穀類
飲料
野菜/豆類 

その他

衣類
趣味用品

その他

外食

その他
通信/配送/放送等
医療/保育/介護等
その他

2030年までに

3,000kgCO2e
　　　にすることが必要

◎1人当たり年間のカーボンフットプリント

　　　　最大削減効果（山形市での試算、kgCO2e/人/年）

Q 私たちは日常生活でどのくらいCO2を排出しているんだろう？

山形市の場合

A 日本では、日常生活で直接的・間接的に、一人当たり年間約7,600kgの
CO2排出に関与しています。地球温暖化を1.5℃未満に抑えるためには、
2030年までに一人当たり年間約3,000kgにすることが必要です。

⇒ カーボンフットプリントと削減効果の詳しい情報はこちら
https://lifestyle.nies.go.jp/（国立環境研究所 Webサイト）

住　居

都市内移動を公共交通機関で
マイカーを電気自動車に（充電は再エネで）
勤務形態をテレワークに
通勤・通学を公共交通機関で
買い物をまとめ買いに
エコドライブを行う

▲

▲

▲

▲

▲

▲

菓子・アルコール・ジュース類を減らす
バランスのとれた食事に
食品ロスをゼロに
旬の野菜や果物を食べる
地元で採れた野菜や果物を食べる

▲
▲
▲
▲
▲

2030年までに4,600kgCO2e削減が必要
上記を参考にできることからトライしてみよう！

アルコールとタバコを控える
レジャーやアウトドアを地域で
衣服を長く着る
娯楽用品を長く使う
消耗品を節約する

▲

▲

▲

▲

▲

▲ 自宅をゼロエネルギー住宅に

自宅に太陽光パネルを設置・調理機をIHに

自宅の電力を再エネに

自宅を断熱リフォーム

ヒートポンプによる温水供給

自宅の電球をLEDに

▲

▲

▲

▲

▲

移　動

食

消費財・レジャー
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7,600kgCO2e

電気

ガス・灯油等

その他

自家用車

その他
惣菜/菓子/調味料等

穀類
飲料
野菜/豆類 

その他

衣類
趣味用品

その他

外食

その他
通信/配送/放送等
医療/保育/介護等
その他

2030年までに

3,000kgCO2e
　　　にすることが必要

◎1人当たり年間のカーボンフットプリント

　　　　最大削減効果（山形市での試算、kgCO2e/人/年）

Q 私たちは日常生活でどのくらいCO2を排出しているんだろう？

山形市の場合

A 日本では、日常生活で直接的・間接的に、一人当たり年間約7,600kgの
CO2排出に関与しています。地球温暖化を1.5℃未満に抑えるためには、
2030年までに一人当たり年間約3,000kgにすることが必要です。

⇒ カーボンフットプリントと削減効果の詳しい情報はこちら
https://lifestyle.nies.go.jp/（国立環境研究所 Webサイト）

住　居

都市内移動を公共交通機関で
マイカーを電気自動車に（充電は再エネで）
勤務形態をテレワークに
通勤・通学を公共交通機関で
買い物をまとめ買いに
エコドライブを行う

▲

▲

▲

▲

▲

▲

菓子・アルコール・ジュース類を減らす
バランスのとれた食事に
食品ロスをゼロに
旬の野菜や果物を食べる
地元で採れた野菜や果物を食べる

▲
▲
▲
▲
▲

2030年までに4,600kgCO2e削減が必要
上記を参考にできることからトライしてみよう！

アルコールとタバコを控える
レジャーやアウトドアを地域で
衣服を長く着る
娯楽用品を長く使う
消耗品を節約する

▲

▲

▲

▲

▲

▲ 自宅をゼロエネルギー住宅に

自宅に太陽光パネルを設置・調理機をIHに

自宅の電力を再エネに

自宅を断熱リフォーム

ヒートポンプによる温水供給

自宅の電球をLEDに

▲

▲

▲

▲

▲

移　動

食

消費財・レジャー

4



ゼロカーボンやまがた2050
達成イメージ

温
室

効
果

ガ
ス

量

現状 2050年

創エネ

木質バイオマスの供給

「山形県脱炭素社会づくり条例」　【愛称：さくらんぼ未来の地球を守る条例】

①環境保全と経済・社会の持続的発展を推進しつつ

②「地域の脱炭素化」を中心として

③県・事業者・県民等の密接な連携の下で
自主的かつ積極的に脱炭素施策を推進　　

基本理念（第３条）

脱炭素社会の実現に向けて（第９～15条）

地域の自然的社会的条件に適した再エネの利用

●地域の自然的社会的条件に適した再生可能エネルギーを
積極的に利用しましょう

●家庭、学校、職場、地域その他のあらゆる場で行われる脱炭
素学習に参加しましょう

●県は、新技術の開発と活用を 推進するため、事業者、大学そ
の他研究機関等との連携の 強化、研究開発の成果の普及
等、必要な措置を講じます

●森林等によるCO²吸収作用について理解を深めましょう
●森林等の保全活動に参加し ましょう
●事業活動・日常生活におい て県産木材を利用しましょう

・地域で活用できる再生可能エネルギー（太陽光、風力、
木質バイオマス、地中熱、雪氷熱、温泉熱など）を積極的
に利用しましょう
・再エネ利用に際しては、地域の自然環境や歴史的・文化
的環境などに十分配慮しましょう

脱炭素学習への参加等

森林等による吸収 作用の保全等

技術の研究開発等

※脱炭素学習とは・・・
　　脱炭素社会の実現の重要性についての理解を深めるために
行われる学習及び教育のことです。

１

３

吸 収源

排出

排出 新技術

脱炭素

再エネ

省エネ

吸収 吸収

  地域の

脱炭素化 

みんなの地球のために！
脱炭素社会の実現に向けて山形から取り組みましょう

2050年までの
脱炭素社会の実現には…

●再エネの積極導入
●事業・日常生活での省エネ
　　　　　　　　　　　　　　   に加えて
●新技術の開発
●吸収源対策　　　　　  が必要

木材・木製品の供給

省エネ

「山形県脱炭素社会づくり条例」　【愛称：さくらんぼ未来の地球を守る条例】

責　務（第４～６条）

事業活動に伴う温室効果ガス排出削減

●県は、新技術の開発と活用を 推進するため、事業者、大学そ
の他研究機関等との連携の 強化、研究開発の成果の普及
等、必要な措置を講じます

●県は、地域の脱炭素化のための取組の持続的な実施を図る
ため、気候変動影響による被害の発生を防止し、又は軽減す
るための施策の実施等を行います

●機械・設備のエネルギー効率を高めましょう
●製品の輸送や梱包の方法を見直し、効率化を図りましょう
●廃棄物の発生を抑制し、再利用に努めましょう
●農業分野では化学肥料や農薬の使用を低減しましょう　

●森林等によるCO²吸収作用について理解を深めましょう
●森林等の保全活動に参加し ましょう
●事業活動・日常生活におい て県産木材を利用しましょう

●住居のエネルギー効率を高めましょう
●省エネ型の家電を選びましょう
●自家用車に頼りすぎず、自転車や公共交通機関を利用しましょう
●家庭ごみの発生を抑制し、再利用に努めましょう

日常生活における温室効果ガス排出削減

気候変動適応の推進

森林等による吸収 作用の保全等

技術の研究開発等

事業者

県

県　民
事業活動に関する
自主的かつ
積極的な取組

日常生活に関する
自主的かつ
積極的な取組

脱炭素施策の推進
市町村の支援

２

吸 収源

新技術

脱炭素

  地域の

脱炭素化 

みんなの地球のために！
脱炭素社会の実現に向けて山形から取り組みましょう

あ　　 す

令和５年4月1日施行
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「山形県水素ビジョン」の策定

○「山形県脱炭素社会づくり条例」で掲げる　『新技術』の一つとして、山形県では、水素エ
ネルギーの利活用を推進していくこととしており、本県の目指すべき姿と取組みの方向性
を示す『山形県水素ビジョン』を令和６年３月に策定しました。

　水素って何？
水素は空気と同じ気体で、地球上で一番軽い気体です。二酸化炭素を発生させず
に、電気やお湯をつくったり、車を動かしたりすることができる新しいエネルギーとして
期待されています。
水素をつくる方法は、現在は石油や天然ガスといった化石燃料から取り出す方法が一
般的ですが、太陽や風などの自然の力を利用して電気をつくり、水を電気で分解する
ことで水素をつくることができます。

水素の有用性と本県で取り組む意義

脱炭素化

❶ CO²を排出しないクリーンなエネルギー ⇒ カーボンニュートラルの実現

本県が目指す姿

　山形県の健全で恵み豊かな環境を守り、将来の世代に継承していくため、豊富な
再生可能エネルギーなどの地域資源を活用し、水素を「ゼロカーボンやまがた
2050」実現の一翼を担うエネルギーとして利活用を推進することで、地域における
カーボンニュートラルと持続的な成長が両立（ＧＸ）する社会の実現を目指す 　

経済成長

❸ 幅広い分野での活用を通した産業振興 ⇒ 県内経済の活性化

エネルギーの安定供給

❷ 再生可能エネルギーから製造し貯蔵可能 ⇒ 豊富な地域資源を活かした再エネの活用

山形県における水素社会のイメージ（社会全体）

令和６年３月策定

山形県における水素社会のイメージ（県民生活）

【「山形県水素ビジョン」県ホームページURL】
https://www.pref.yamagata.jp/050015/hydrogen/yamagatah2vision.html

本県における水素社会実現に向けた取組みの方向性

家庭での水素利活用のイメージ

業務・産業分野における水素利活用のイメージ

水素調理器具（コンロ）
・水素を直接燃焼させて利用する調理器具

・停電時でも発電可能な機能を有
するエネファームから電気の供給
が可能

・燃料電池で発生した熱は給湯や
暖房で利用可能

燃料電池自動車
（FCV）

・燃料電池内で水
素と酸素の化学反
応により発電した
電気エネルギーで
モーターを回して
走る自動車

業務・産業分野での水素利用

・水電解装置を備えることで、太陽光発電の余剰電力
を水素に変換・貯蔵

・天候等により太陽光発電の発電量が変動する際に、
貯蔵した水素を燃料電池に供給することで、安定し
た電力の供給が可能

家庭用燃料電池（エネファーム）
・水素と酸素を反応させて発電した電気と排
熱を取り出す装置
※水素を供給又はガス（都市ガス・LPガス）

から水素を抽出

水電解装置 業務用
燃料電池水素貯蔵タンク

◇方向性Ⅰ：県民の水素に関する理解促進　
　　 ① 県民への普及啓発・学習機会の確保　　② 県内事業者向け勉強会等の開催

◇方向性Ⅱ：県民生活に根差した水素の利活用推進　
　　 ① 電力・熱需要の脱炭素化とレジリエンスの強化　　② 運輸部門における活用
　　 ③ 水素を活用したエネルギーの利用（CO²のリサイクル）

◇方向性Ⅲ：水素の導入拡大を通した県内産業の振興　
　　 ① 水素を活用した企業活動における脱炭素化と競争力強化
　　 ② 県内企業の水素関連ビジネスへの参入促進
　　 ③ 県内産業の振興に向けた産学官金連携の促進

◇方向性Ⅳ：地域資源を活用した水素供給体制の整備促進　
　　 ① 本県の豊富な地域資源を活用した水素の製造・利活用
　　 ② 水素ステーションの整備促進
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カーボンニュートラルな暮らしのイメージ

Ｑ カーボンニュートラルな暮らしって、どんな暮らし？

A 徹底した省エネでエネルギー使用量を極力減らす一方で、 
   化石燃料を使わないで創り出されたエネルギーを使う暮らしです。 

❶ 高断熱・高気密住宅で快適な暮らし

❷ 家電で省エネ

徹 底 し た 省 エ ネ 再エネの導入拡大

❸ 乗り物で省エネ

❹ 行動で省エネ

❶ 再生可能エネルギーで「発電」

❷ 発電した電気を「蓄電」

❸ 再エネ「熱」を利用

❹ 再エネ由来電力に切替え

・家の断熱性・気密性を高めて
  少ないエネルギーで快適に生活

・省エネ家電で
  地球にも環境にも
  やさしく

・自家用車に頼らない
・運転時はエコドライブ
・次世代自動車を購入

・「っぱなし」しない行動
・まとめて行動
・適切に温度管理
・ごみはなるべく少なく
・旬の食材を地産地消

・自宅で使う電気を太陽光で発電

・日中発電した電気を貯めて
  夜間や停電時に使用

・化石燃料や電気を使わずに
  暖をとり、お湯を使う

・購入する電力は再エネ由来に
・ＥＶ＋再エネで
       ゼロカーボン・ドライブ

使用するエネルギーを
極力減らした暮らし

再エネの利用で
化石燃料を使わない暮らし

カーボンニュートラルな暮らしを実現するための
         「脱炭素アクション」を次ページから詳しく見ていきましょう

単なる「我慢」ではなく、
健康で快適に暮らすことができ、地域に活力が生み出される方法で実現していきましょう。

❶高断熱・高気密住宅で快適な暮らし

徹 底 し た 省 エ ネ

◎家のリフォームはまず窓から！

カーボンニュートラルに向けた 脱炭素アクション

か え る

か え る

　断熱性・気密性の高い家は、屋外の寒さ・暑さの影響を受け
にくく、夏暑く冬寒い山形県では特に、冷暖房にかけるエネル
ギーの使用量を減らすことができ、一年を通して快適に暮らす
ことができます。
　家の中の温度差も小さいので、ヒートショックのリスクも少なく
なり、健康寿命の延伸にも繋がります。

　熱や冷気の大半は窓から侵入します。樹脂・木製サッシや複
層ガラス窓への交換、内窓の追加で断熱性能が向上します。

　窓以外にも、壁や床、屋根などの断熱性能を向上させること
で、住宅の省エネ化が進みます。

「やまがた省エネ健康住宅」のメリット

再エネ設備の同時導入で省エネと創エネを組み合わせた暮らしの実現！

◎県独自の認証基準「やまがた省エネ健康住宅」
　県では、国の省エネ基準を上回る性能の高気密・高断熱住宅「やまがた省エネ健康住宅」の認証制度を
2018年に創設し、普及促進を図っています。「やまがた省エネ健康住宅」は、最も寒い時期の就寝前に暖房
を切っても翌朝の室温が10℃を下回らない断熱性能と、その断熱性能を高める気密性能を有する住宅をい
い、県が審査等を行って認証しています。

暖房温度を
低めに設定しても
暖かく快適になる

小さい容量の
冷暖房機器でも
賄うことができる

電気やガスが
止まっても温度が

下がりにくい

冷房温度を高めに
設定しても

涼しく快適になる

廊下なども
寒くならない

お風呂場の
室温が下がりにくい

　県では、「やまがた省エネ健康住宅」の新築に併せて、太陽光発電設備や蓄電
池設備等を導入し、年間のエネルギー収支を実質ゼロとする住宅を新築する県
民の方に対し、最大200.2万円の補助を行う「やまがた省エネ健康住宅・
再エネ設備パッケージ補助事業」を実施しています！（R４～R８の５年間）

◆補助事業の詳細については、こちらの県ホームページから御確認ください。
 　https://www.pref.yamagata.jp/180025/kurashi/sumai/paltuke-zihozyo/20220720.html 
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カーボンニュートラルな暮らしのイメージ

Ｑ カーボンニュートラルな暮らしって、どんな暮らし？

A 徹底した省エネでエネルギー使用量を極力減らす一方で、 
   化石燃料を使わないで創り出されたエネルギーを使う暮らしです。 

❶ 高断熱・高気密住宅で快適な暮らし

❷ 家電で省エネ

徹 底 し た 省 エ ネ 再エネの導入拡大

❸ 乗り物で省エネ

❹ 行動で省エネ

❶ 再生可能エネルギーで「発電」

❷ 発電した電気を「蓄電」

❸ 再エネ「熱」を利用

❹ 再エネ由来電力に切替え

・家の断熱性・気密性を高めて
  少ないエネルギーで快適に生活

・省エネ家電で
  地球にも環境にも
  やさしく

・自家用車に頼らない
・運転時はエコドライブ
・次世代自動車を購入

・「っぱなし」しない行動
・まとめて行動
・適切に温度管理
・ごみはなるべく少なく
・旬の食材を地産地消

・自宅で使う電気を太陽光で発電

・日中発電した電気を貯めて
  夜間や停電時に使用

・化石燃料や電気を使わずに
  暖をとり、お湯を使う

・購入する電力は再エネ由来に
・ＥＶ＋再エネで
       ゼロカーボン・ドライブ

使用するエネルギーを
極力減らした暮らし

再エネの利用で
化石燃料を使わない暮らし

カーボンニュートラルな暮らしを実現するための
         「脱炭素アクション」を次ページから詳しく見ていきましょう

単なる「我慢」ではなく、
健康で快適に暮らすことができ、地域に活力が生み出される方法で実現していきましょう。

❶高断熱・高気密住宅で快適な暮らし

徹 底 し た 省 エ ネ

◎家のリフォームはまず窓から！

カーボンニュートラルに向けた 脱炭素アクション

か え る

か え る

　断熱性・気密性の高い家は、屋外の寒さ・暑さの影響を受け
にくく、夏暑く冬寒い山形県では特に、冷暖房にかけるエネル
ギーの使用量を減らすことができ、一年を通して快適に暮らす
ことができます。
　家の中の温度差も小さいので、ヒートショックのリスクも少なく
なり、健康寿命の延伸にも繋がります。

　熱や冷気の大半は窓から侵入します。樹脂・木製サッシや複
層ガラス窓への交換、内窓の追加で断熱性能が向上します。

　窓以外にも、壁や床、屋根などの断熱性能を向上させること
で、住宅の省エネ化が進みます。

「やまがた省エネ健康住宅」のメリット

再エネ設備の同時導入で省エネと創エネを組み合わせた暮らしの実現！

◎県独自の認証基準「やまがた省エネ健康住宅」
　県では、国の省エネ基準を上回る性能の高気密・高断熱住宅「やまがた省エネ健康住宅」の認証制度を
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◆補助事業の詳細については、こちらの県ホームページから御確認ください。
 　https://www.pref.yamagata.jp/180025/kurashi/sumai/paltuke-zihozyo/20220720.html 
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か え る

❷家電での省エネ 

冷蔵庫 照明

2013年製

202３年製

11,470～12,710円

8,277円 ▲約３０%

※定格内容量451～50０Lの冷蔵庫での試算

一般電球 

電球型LED ▲約86%

※ほぼ同じ明るさの電球とLEDランプの比較

（環境省Webサイトより）

家電の省エネ性能はこのラベルで！ 

★が多いほど
省エネ性能が高い

年間の
電気料金の目安

※エアコン、テレビ、冷蔵庫、暖房便座、
   温水機器等に表示されます 

買い換え前後の家電の電気料金やCO2排出削減
量を比較できます！
（環境省Webサイト 「しんきゅうさん」）

◎省エネ性能が高い家電に買い換えると、年間の電気代がこんなに変わります

か え る
◎家電を効率よく使いましょう

　日本の家庭の電気使用量のうち、５割以上
は「エアコン」「冷蔵庫」「照明器具」「テレ
ビ」「パソコン」に使われています。

　壊れていないから、まだ使えるから、と古い
家電を使い続けていませんか？
　家電の省エネ化は毎年進んでおり、古い家
電を使い続ける方がかえって「もったいない」
場合もあります。
　地球にも家計にもやさしい家電に買換えて、
快適な省エネ生活を送りましょう。

（出典）全国地球温暖化防止活動推進センター
　　　　　　「令和３年度家庭部門のCO2排出実態調査事業委託業務報告書

世帯当たり年間消費量の機器別構成（2019年度）」を基に作成　

　省エネ性能の高い家電製品は、機能を理解し、適切な使い方を
心がけることで省エネ効果を発揮します。山形県の地球温暖化防
止活動推進員にも委嘱されている「環境マイスター」のいる家電販
売店では、ライフスタイルに合わせた省エネ家電の選び方や効率
的な使い方のアドバイスを受けることができます。

環境マイスターがいるお店
（山形県Webサイト」）

 HEMS（※）等のデジタルを使い、家電が使用している電力を「見える化」
していくと、節電すべき箇所が明確になります。

※ Home Energy Managemant System の略称。家庭でのエネルギー使用量を
モニター等に表示することにより快適性や省エネを支援するシステムで、空調や
照明、家電製品等の最適な運用を促すもの。

エアコン 14.7％

冷蔵庫 14.3％

照明器具 13.5％

テレビ 9.4％

パソコン 3.9％

その他

44.2％

家庭における
消費電力量の
内訳

3,348円

465円

❸乗り物での省エネ 

か え る
◎移動のときは自家用車に頼らない

か え る
◎自家用車に乗るときはエコドライブ

自家用自動車の世帯あたり普及台数（令和６年3月）

一人が1km移動するのに排出されるCO2（g）

（出典）国土交通省「輸送量当たりの二酸化炭素の排出量（旅客）」

自分の燃費を把握しよう

ふんわりアクセル「  スタート」

車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転

減速時は早めにアクセルを離そう

エアコンの使用は適切に

ムダなアイドリングはやめよう

渋滞を避け、余裕を持って出発しよう

タイヤの空気圧から始める点検・整備

不要な荷物はおろそう

走行の妨げとなる駐車はやめよう
NPO法人山形県自動車公益センター
（http://www.yauto-center.net）

 

　山形県の一世帯あたりの自動車保有台数
は令和６年３月で1.624台、全国第３位。全
国平均の1.016台と比べて多くなっています。

　山形県におけるCO2排出の削減には、各家
庭での自家用車に関する取組みは必須です。

　人が移動する際に排出されるCO2は移動手段

により大きく異なります。ちょっとした外出や通勤、

通学などは公共交通機関や自転車を利用する、

徒歩を選択するなど、環境に配慮した移動手段を

選びましょう。

　自転車や徒歩はゼロエミッションな移動手段。

健康の増進にも繋がります。豊かな自然や温泉と

美しい景観、美味しい食をめぐるサイクリングもお

すすめです。

　県では、令和４年３月に「第２次山形県自転車活用推進計画」を策定し、
自転車が安全で快適に通行できる走行環境の整備やサイクリスト受入
環境の向上、環境にやさしい自転車利用の促進、自転車利用者の交通
マナーの向上等を推進しています。

（山形県ホームページ）
https://www.pref.yamagata.jp/180001/kurashi

/kendo/kotsuseisaku/jitenshakatsuyou.html

　エコドライブは、自動車の燃料消費量やCO2排出量を減らし、

地球温暖化防止だけでなく、安全運転にもつながる取組です。
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５
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７

８
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マイカー

バス

鉄道

自転車・徒歩

128 g

71 g

20 g

0 g

全国
第３位

福井県

富山県

山形県

全国

1.685台

1.629台

1.624台

1.016台

（出典）一般財団法人自動車検査登録情報協会
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❹行動での省エネ 

か え る
◎冷暖房は適切な温度に

　省エネは、家や家電、自動車などのモノや設備を更新することで行えるもののほか、一人ひとりの
ちょっとした心がけで行えるもの（行動での省エネ）があります。モノや設備を更新し、さらに適切な使
い方を心がければ、省エネの効果は相乗的になります。 

　夏暑く冬寒い山形県ですが、冷房・暖房は適切な温度に設定して、
無理のない範囲で部屋の冷やしすぎ、暖めすぎに注意しましょう。 

か え る
◎なるべくごみを出さない

ごみをできるだけ少なくするよう、家庭で取組みましょう。

か え る
◎「っぱなし」をやめる

　エネルギーを効率的に使うため、「〇〇っぱなし」を
やめましょう。

◎地元産の旬の食材、地元企業の製品を選ぶ

　日本は食べ物の約６割を輸入に頼っていると言わ
ており、輸入には多くのCO2を排出します。地元産の
旬の食材のほか、地元産の製品
を選ぶことでCO2を削減できる
ほか、利益が地域に還元され、
地域の活性化にも繋がります。

か え る
◎まとめる

　エネルギーを効率的に使うため、まとめられるものは
まとめて行いましょう。

か え る
◎自動車は次世代自動車を購入する

　電気自動車、ハイブリッド車等の次世代自動車の充電・走行に伴うCO2排出量は、ガソリン車に比
べ、ハイブリッド車で約40％、電気自動車では約45％少なくなります。
　燃料代や電気代もガソリン車に比べて安くなるので、環境にもお財布にも優しく、さらに電気自動
車を再生可能エネルギーで充電すれば、CO2を排出しないゼロカーボン・ドライブも可能になります。

照明やエアコンのつけっぱなし
テレビのつけっぱなし
暖房便座のフタの開けっぱなし
シャワーの流しっぱなし

洗濯物をまとめて洗う
お風呂は間隔を開けず、追い焚きしない
宅配物は日付・時間を指定、再配達を減らす
家族が同じ部屋で過ごす

冷房の目安 ℃
暖房の目安 ℃

買い物ではマイバッグ
詰め替えできる商品を選ぶ
使い捨てプラスチック製品を控える
買い物前に冷蔵庫を確認、買いすぎない

【試算に当たっての基礎データ】
  ・燃費：ガソリン車24.3km/ｌ、ハイブリッド車40.8km/l、電気自動車9.2km/kWh　　・年間走行距離：10,000km
  ・ガソリン単価：192.8円/l 　　・電気料金：36.36円/kWh　　・排出係数：ガソリン2.32kgCO2/l、電気：0.402kgCO2/kWhを使用
  ・CO2フリー電力は電気自動車の充電に係るCO2排出量をゼロとして試算

走行・充電に伴う年間のCO2排出量

か え る

年間の燃料代・電気代

ガソリン車

ハイブリッド車

電気自動車

約79,000円

約47,000円

約40,000円
0kg

（CO2フリー電力）

ガソリン車

ハイブリッド車

電気自動車

電気自動車

約950kg

約570kg

約440kg

❷再生可能エネルギー「蓄電」設備の導入 

❶再生可能エネルギー「発電」設備の導入 

再エネの導入拡大
　日本のエネルギー供給は、石油や天然ガスなどの化
石燃料が８割以上を占め、その大半を輸入しています。
化石燃料からエネルギーを得る際にはCO2等の温室
効果ガスを発生しますし、輸入の際にも大量の化石燃
料を必要とします。

　一方、太陽光・風力・水力・バイオマスといった再生
可能エネルギーは、温室効果ガスを排出せず、国内で
生産でき、永続的に使用可能なエネルギーです。各家
庭でも再生可能エネルギーの導入を拡大して化石燃
料由来のエネルギー使用を抑え、温室効果ガスの排
出を減らしていきましょう。 

つ く る
◎日中発電した電気を貯めて夜間等に使用する

 太陽光で発電した電気を「蓄電池」に蓄電すれば、日中発電
した電気を夜間に使用することも可能ですし、災害等の停電時
に、通電復旧までの時間について蓄電池から電力を得ることが
できます。

　電気自動車のバッテリーも蓄電池です。同じ容量の蓄電池と
して比較すると、現在のところ住宅用の蓄電池と比べ電気自動
車のほうが割安。電気自動車を購入する際は、充電設備だけで
なく、電気自動車の電力を家庭で利用することができるように
する「V2H装置」の導入も検討しましょう。 

つ く る
◎太陽光発電設備等を設置する

 家庭で行うことができる再生可能エネルギー発電
の代表的なものは、太陽光発電設備です。住宅の屋
根に設置する太陽光発電設備では、屋根の向きや、
面積で設置できる設備の容量が変わります。また、
日照量や積雪量で発電量が変わります。 

つ く る
◎発電した電気を自家消費する

 発電した電気の自家消費を行うことで、電気の購入
量を少なくできます。電気の購入量を抑えることは、
電力会社での発電量を抑えることになり、化石燃料
由来のエネルギー使用量が減ることで社会全体とし
てCO２排出削減に貢献できます。 

日本の一次エネルギー国内供給割合

（出典）資源エネルギー庁「総合エネルギー統計」を基に作成

2023年

化石燃料
80.8％

原子力　3.1%

再エネ（水力）3.7%

再エネ（水力除く）8.2%

天然ガス・都市ガス
20.7%
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❹行動での省エネ 

か え る
◎冷暖房は適切な温度に

　省エネは、家や家電、自動車などのモノや設備を更新することで行えるもののほか、一人ひとりの
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か え る
◎「っぱなし」をやめる

　エネルギーを効率的に使うため、「〇〇っぱなし」を
やめましょう。

◎地元産の旬の食材、地元企業の製品を選ぶ
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❸再生可能エネルギー「熱」の利用
　再生可能エネルギーで得られるものは電力だけではありません。電力を介さず、暖を取ったり、お湯
を沸かしたりする「熱」も得ることができます。

❹使用する電気の切替え
消費者が電力会社から購入し、使用している電力にはいろいろな種類のものがあります。
2016年からは、消費者が電力会社や料金メニューを自由に選べるようになりました。

つ く る
◎太陽熱を利用する

　太陽の光エネルギーを電気に変えるのではなく、熱エネルギーを利用します。
太陽の熱を集積し、お湯として貯め、生活の中で利用します。コンパクトな屋
根面積に設置することができ、石油やガス給湯器等の補助として使用するこ
ともできます。

つ く る
◎薪ストーブ・ペレットストーブ等を利用する

　暖房用や給湯用の燃料として薪や木質ペレットを用
いたものを使えば、化石燃料の使用量を削減できます。
　木材は燃焼することでCO2を排出しますが、木として
成長するまでに光合成でCO2を吸収して材の中に蓄
えますので、再生可能エネルギーと見なされています。

つ く る

か え る

◎地中熱、地下水を利用する

　季節で変動する大気の温度に対し、地中や地下
水の温度は年間を通してほぼ一定。夏場は外気温
より低く、冬場は外気温より高くなります。
　この温度差を利用すれば、高効率な冷暖房や、冬
季の融雪を行うことができます。 

か え る
◎再エネ由来の電力へ切り替える

　 現在、電力会社各社から、再生可能エネルギー比
率100%のCO2フリー電気などの電力メニューが提
供されています。一人ひとりがこうした電力を使用し
ていくことで、社会全体として化石燃料由来の電力
使用量が減っていくこととなります。
　大きな工事や設備投資がいらない再エネ由来電
力への切替えは、カーボンニュートラル社会実現へ
の第一歩です。

◎EV＋再エネ電力でゼロカーボン・ドライブ

　 走行時にCO2を排出しない電気自動車（EV）と、発
電時にCO2を排出しない再エネ比率100%電力を組
み合わせれば、自家用車での移動に際してCO2を排
出しない「ゼロカーボン・ドライブ」が可能になります。
　自宅に設置した太陽光発電設備によって発電した
電気で電気自動車を充電することでも、ゼロカーボ
ン・ドライブは可能になります。

冬 夏

暖 涼

地中熱

給水

給湯

森林 木材 

薪・ペレット 
バイオマス 
ストーブ 

CO2 
地域内循環で

カーボンニュートラル

光合成 林業従事者 

加工業者 

その他のアクション
　カーボンニュートラル社会の実現には、ここまで紹介してきた「徹底した省エネ」「再エネの導入拡大」
に加え、県民一人ひとりの意識転換や、排出されたCO2を吸収する森林吸収源対策なども重要です。

かかわる
◎消費行動の意識を変える

家庭での消費行動について、環境に配慮したもの、環境を意識したものとなるよう、意識の転換を図っていきましょう。

かかわる
◎環境活動・環境学習に積極的に参加する

　SDGｓにつながるカーボンニュートラルに向けた取組みを行うには、まず、自分の住む地域・社会の現状や気候
変動の状況を知ること、そして何が問題となっているかを知ることが大切で
す。加えて、今身近にある環境を保全し、将来につなげていくための環境活
動にも積極的に参加していきましょう。

かかわる
◎木や森と積極的に関わる

　森林や木製品と関わる機会を積極的に増やしていきましょう。県産材を購入し利用することは本県の林業の振興
にもつながり、適切に整備された森林はCO2の吸収源として最大限に機能するようになります。

○豊かな森林に触れ、保全活動に参加する ○日常生活で木製品を活用する・県産材で家を建てる

・エコ商品を選ぶ
・リサイクル製品を選ぶ
・食品ロスを減らす

環境への配慮

・地元の産品を買う

地域への配慮

・森林管理協議会（FSC）やレインフォレスト・
  アライアンス等の認証ラベルのある商品を
  選ぶ

生物多様性への配慮

https://www.ethical.caa.go.jp/index.html

環境学習イベントや講師派遣等、環境学習に
関する各種支援情報は山形県Webサイトで

https://www.pref.yamagata.jp/kurashi/
  kankyo/kyoiku/gakushuushien/index.html

　山形県の豊かな森林、自然の良さを認識し、将来
にわたって守っていくため、自然とのふれあい体験や
保全活動、森づくり活動に積極的に参加しましょう。

　県産材を使い、木の温かみ
が感じられる製品が数多く作
られています。日常生活で使
う食器や玩具等に、積極的に
木製品を取り入れましょう。  
家を建てる場合は県産材を
積極的に活用しましょう。県産材を活用し地産地消するこ
とは、炭素を家の中に貯蔵するとともに、輸送でのCO2を
削減できることになります。

人・社会・地域・環境に配慮した消費行動
（エシカル消費）について
詳しくは消費者庁Webサイトで

15



❸再生可能エネルギー「熱」の利用
　再生可能エネルギーで得られるものは電力だけではありません。電力を介さず、暖を取ったり、お湯
を沸かしたりする「熱」も得ることができます。

❹使用する電気の切替え
消費者が電力会社から購入し、使用している電力にはいろいろな種類のものがあります。
2016年からは、消費者が電力会社や料金メニューを自由に選べるようになりました。

つ く る
◎太陽熱を利用する

　太陽の光エネルギーを電気に変えるのではなく、熱エネルギーを利用します。
太陽の熱を集積し、お湯として貯め、生活の中で利用します。コンパクトな屋
根面積に設置することができ、石油やガス給湯器等の補助として使用するこ
ともできます。

つ く る
◎薪ストーブ・ペレットストーブ等を利用する

　暖房用や給湯用の燃料として薪や木質ペレットを用
いたものを使えば、化石燃料の使用量を削減できます。
　木材は燃焼することでCO2を排出しますが、木として
成長するまでに光合成でCO2を吸収して材の中に蓄
えますので、再生可能エネルギーと見なされています。

つ く る

か え る

◎地中熱、地下水を利用する

　季節で変動する大気の温度に対し、地中や地下
水の温度は年間を通してほぼ一定。夏場は外気温
より低く、冬場は外気温より高くなります。
　この温度差を利用すれば、高効率な冷暖房や、冬
季の融雪を行うことができます。 

か え る
◎再エネ由来の電力へ切り替える

　 現在、電力会社各社から、再生可能エネルギー比
率100%のCO2フリー電気などの電力メニューが提
供されています。一人ひとりがこうした電力を使用し
ていくことで、社会全体として化石燃料由来の電力
使用量が減っていくこととなります。
　大きな工事や設備投資がいらない再エネ由来電
力への切替えは、カーボンニュートラル社会実現へ
の第一歩です。

◎EV＋再エネ電力でゼロカーボン・ドライブ

　 走行時にCO2を排出しない電気自動車（EV）と、発
電時にCO2を排出しない再エネ比率100%電力を組
み合わせれば、自家用車での移動に際してCO2を排
出しない「ゼロカーボン・ドライブ」が可能になります。
　自宅に設置した太陽光発電設備によって発電した
電気で電気自動車を充電することでも、ゼロカーボ
ン・ドライブは可能になります。

冬 夏

暖 涼

地中熱

給水

給湯

森林 木材 

薪・ペレット 
バイオマス 
ストーブ 

CO2 
地域内循環で

カーボンニュートラル

光合成 林業従事者 

加工業者 

その他のアクション
　カーボンニュートラル社会の実現には、ここまで紹介してきた「徹底した省エネ」「再エネの導入拡大」
に加え、県民一人ひとりの意識転換や、排出されたCO2を吸収する森林吸収源対策なども重要です。

かかわる
◎消費行動の意識を変える

家庭での消費行動について、環境に配慮したもの、環境を意識したものとなるよう、意識の転換を図っていきましょう。

かかわる
◎環境活動・環境学習に積極的に参加する

　SDGｓにつながるカーボンニュートラルに向けた取組みを行うには、まず、自分の住む地域・社会の現状や気候
変動の状況を知ること、そして何が問題となっているかを知ることが大切で
す。加えて、今身近にある環境を保全し、将来につなげていくための環境活
動にも積極的に参加していきましょう。

かかわる
◎木や森と積極的に関わる

　森林や木製品と関わる機会を積極的に増やしていきましょう。県産材を購入し利用することは本県の林業の振興
にもつながり、適切に整備された森林はCO2の吸収源として最大限に機能するようになります。

○豊かな森林に触れ、保全活動に参加する ○日常生活で木製品を活用する・県産材で家を建てる

・エコ商品を選ぶ
・リサイクル製品を選ぶ
・食品ロスを減らす

環境への配慮

・地元の産品を買う

地域への配慮

・森林管理協議会（FSC）やレインフォレスト・
  アライアンス等の認証ラベルのある商品を
  選ぶ

生物多様性への配慮

https://www.ethical.caa.go.jp/index.html

環境学習イベントや講師派遣等、環境学習に
関する各種支援情報は山形県Webサイトで

https://www.pref.yamagata.jp/kurashi/
  kankyo/kyoiku/gakushuushien/index.html

　山形県の豊かな森林、自然の良さを認識し、将来
にわたって守っていくため、自然とのふれあい体験や
保全活動、森づくり活動に積極的に参加しましょう。

　県産材を使い、木の温かみ
が感じられる製品が数多く作
られています。日常生活で使
う食器や玩具等に、積極的に
木製品を取り入れましょう。  
家を建てる場合は県産材を
積極的に活用しましょう。県産材を活用し地産地消するこ
とは、炭素を家の中に貯蔵するとともに、輸送でのCO2を
削減できることになります。

人・社会・地域・環境に配慮した消費行動
（エシカル消費）について
詳しくは消費者庁Webサイトで

16



  いつ、どんなアクションをしていく？ 

家を建てる時には
省エネ住宅・
ゼロエネルギー住宅に

家で再エネ発電、
貯めて自家消費

住　居 移　動 食 消費財・レジャー

電力を再エネに
切り替える

「っぱなし」をやめる

適切な温度管理

まとめて行動する

暖房を再エネ熱のもの
に買い換える

車を電気自動車/
PHEV/HVに買い
換える

移動を自転車や
公共交通機関で

テレワークを実施

運転はエコドライブ

買物はまとめて

置き配で再配達防止

休暇は近場で楽しむ

バランスの取れた
食事に

食品ロスを削減

旬の野菜や果物を
食べる

地元産品を選ぶ

家を断熱リフォーム

カーボンニュートラルの実現のためには、
日常生活でどんなことをしていけばいいのかな？

温水供給をヒートポンプ
に買い換える

まだ壊れていないけど、
今の冷蔵庫を買ったのは
いつだったかな？便利になるし、

置き配を試してみようかしら。

地元にこんなに素敵なところや
美味しいものがあったのね！

これから買う車は2030年にも乗っているかもしれないし、
これから建てる家には2050年にも住んでいるだろうから、
未来のことを考えて選択しなければいけないね。 

省エネ家電に
買い換える

ごみを極力減らす

地元産品を選ぶ

環境配慮製品を選ぶ

衣服を長く着る

娯楽用品を長く使う

地域でレジャーを
楽しむ

木製品を選ぶ

多
(
毎
日
)

少

ア
ク
シ
ョ
ン
の
機
会

老後も寒い家に暮らして灯油代にお金をかけるんだったら、
冬のヒートショックや夏の熱中症も心配だし、
家を断熱リフォームして快適に暮らした方がいいな。

わたしたちにも、今すぐできることがいっぱいありそうだね。

◇学校で

一つひとつの行動が、カーボンニュートラルにつながっているんだね。 

◇家庭で

物を大事に使う 「っぱなし」にしない

好き嫌いをしない、食事・給食は残さず食べる ごみはなるべく減らす、分別する

自分の住む地域のことを学ぶ 環境保全活動・森づくり活動に参加する

家の電力を再エネ由来に切り替えることなら簡単にできそうね。

　文房具もおもちゃも、作られてみんなの手元に届く
までにはCO２が排出されているよ。

　最後まで大事に使うことはもちろん、使わなくなった
ものは必要な人にお下がりするのもいいね。

　お肉の生産と加工にはCO2が
多く排出されると言われているよ。
　お肉だけじゃなく、いろいろな食
材をバランスよく食べよう。地元
産の野菜を食べれば、お店に運
ばれるまでのCO2も減らせるね。

　毎日の食事、給食は残さず食べよう。残した食事は
生ごみになっちゃうし、生ごみを処理するのにもたく
さんCO2が排出されてしまうんだ。

　わたしたちが住んでいる地域はどん
なところ？
　昔と比べるとどう変わってきた？
　地球温暖化の影響はもう出ている？

　このまま地球温暖
化が進むと、わたしたちの住んでい
る地域はどうなってしまう？
　昔の資料や写真を見たり、大人た
ちから話を聞いたりして調べてみよう。

　今の日本では電気を作るためにた
くさんCO2が排出されているし、水道
水を作るのにも下水を処理するのに
もCO2が排出されているんだ。

　使わない電気製品はこまめにスイッ
チオフ、暖房や冷房をつけているとき
は扉はあけっぱなしにしない、水を出
しっぱなしにしないなど、いつも心が
けよう。

　ごみの処分にはCO2が排出されるし、プラスチック
製品は作ることにもCO2が排出されちゃうんだ。使い
捨てのプラスチックはなるべく減らしていこう。

　ごみの中には、きちんと分
別すればリサイクルできるも
のもあるよ。ごみ箱に捨てる
前にもう一度よく確認して
みよう。

　山形県には、森林や自然がたくさ
んあるよ。よく手入れされた森林は、
大気中からCO2をたくさん吸収し
てくれるんだ。

　君たちが大人
になったときはもちろん、将来の世
代までこの環境を残していくため
に、環境保全活動や森づくり活動
に積極的に参加しよう。
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